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"軽聾"のー側面
?
口 靖
1. 
というものをどんなに狭く しようとも，中国語が代表的なg~空調
ひとつであることには疑し、がないっ定義をあまり炭くすると英語のよう
も斡弱音i誌の一語に合まれてしまうヮたとえば，jNojと jNo?jでは，
明らかに pitchcontourの針立が見られるし， jpennitjと jpermitjのよう
なベアーについてみると，一般に， stressをもっ音節と高苦肉とのIMj~こは共起
関係が存在する。つまり，音!控における pitchの箆:動あるいは不鑓動とい
う意味での intonationを用いる言語がそのまま!?宅前言語であるということに
なれば，界中のほとん
そこで， Kenneth L. Pikeは，
a language having lexically significant， contrastive， but relative pitch 
日;1)
on each syl1able 
るとし、うことIこなりかねない。
と しているっこの定義によれば，英li苦のよう クラフ、七、
ら排除される O というのも，盤調音訴における pitchはラ significantである
と向;時に lexicalであることをも要求されるからである。
この定義を，また，生成文法的な立場から解郡すると，ある
るとして，その事象を規則的に深部jすることができず，従って， lexicon内部
においてそれぞれの morphemeに，その調型を1;51JIjにきいれておくことが
どうしても必要であるようなタイプの言語のみが，詩調言語に崩する，という
ようなことになろうかっ jpermitjv. s. jpermitjという的立を考えてみても，
動詞と名詞という文法範時からの情報によって，その stress の位置を珠測す
ることができ，それに作って徐剰的に音認のをも珠測することが可能である。
このような型の言語をも草案調言語と呼ぶのでなければ，
と考えるには， どうしても無理があるつ
( 1 ) 
1] pitchアクセント るとつれることが多い。
たとえば， jhasij (答〉と jhasij )の別立は， j弱者が訂正当lL
現の pitchcontourを持っている仁しかし， 1::1本誌におけるこのような pitch
contourはラそれぞれの句の“アクセント核フフの位誼さえ分れば，珠洲可能
ることが切らかになっているの言いかえれば， 日本では， lexiconの中
で morphemeに担当えられているのは [highJとか [lowJのような pitch
性ではなく，たとえばjbo"Jkuj(僕)のように，より抽象的な“accent円であ
って，この“accentη の位置を示せば，それにある穫の規則を適用することに
より，その訴の7子殺事的な pitchcontourをすべて質現することができるので
U:l 2) 
あるく、そうだとするならば，見かけjニラ pitchの面である種の型を有するにも
かかわらずラ 日本誌が空調言語の一種であるときめてかかるのは問題があるこ
とlこなる〆〉
1:1関誌の pitchcontourが日本語、や英語のそれと大きく異なる黙はもはや
明らかであろうの においてはう一般に，その morphemeの持っている
pitchの裂を溌測することはできなし九従って，その lexicon 内で必ずその
pitchの裂を指定しておかねばならなし、たとえば， jd五j(打〉と jdaj(大)
では，前者が三主主という主主調を受け，後者が匹}草案という護認を受けるという兵
されるはずであるつつまり， lexical en tryにおける音節はその有整
部分の pitch
はし、jつり〉る
されているはずなのである。
2. 
、ての underlyingformを設定しようと試みた際にう私
(法3J
をどのように扱うべきかという問題を避けて考えてし
それというのも，際競という“主主認"が一律に lexicon内部で務、め輿えられる
と簡単に考えることにためらいを感じていたからであるG
中間の空調のもつ性格を検討する場合，経緯の音節は stressを受けない，
という説明がしばしばなされるようである C ずことえば，
In ¥veak stress， the tone range is f1attened to practically zero and 
the dura1:Io1 is relatively short.…一.Becase the t011e is flattened to 
〔ロ?4J
zero， 1 have called it the neutral tone. 
( 2 ) 
と， I也元行:は~べている。
しかし，ここにひとつの疑問が起きて来るのすなわち，ある討空とい
う“持言を持つということは，そのす簡が[であるということから
常に務:測できる事貨なのであろうか。それとも，ある一百二節の[という
性質が，そのす節が11尽J!1~さというの“な吠えられているということから
藻測可能な事貨危のであろうかけこのような治論をすると，いかにも郊が先か
gpが先かと言った水かけ~(íおふろいて来るが，わんとすることはそうではなく p
おいて， [toneJととは，それぞれ別の素性であると考える
べきか否かヲということであるひその場合に， stressを受けている
音節に較べてその権総Ikj:I¥Jが短く，先行する stressのある官二節の調理!によって，
その pitchが決定されることが多いと忠われるために，問題がさらに複雑化す
るのであろう。
議論を思純化するために，次のような例を考えてみよう。たとえば，
(1) /da ta/ (打他)
動実関係にある匂は
(2) /chi fan/ (n乙tlえ〉
のような stresspa tternを取るが，寅i請が人部代名市jである場合には，
宣iJがstressを受けて，本来の基本i現盤調のうちのひとつの投調で波長工されるの
におし，人稀代名詞のす1)分はいわゆる軽設となり， stressを受けずに短かく設
されることが多い。
ここで，かりに[十~堅議]とし、う索。líを設定し，一説，二三i九 1m挫の
基本i辺境調を表わすその他の務調素性と同じく，これもま
〔注6J
あると{限定してみよう。そして， (1)のような例において，後の音色i'iがstressを
受けないという立をは，どうすれば珠測で、きるかを考えてみることにしようっ
上の限定によれば，軽主主は{自の整調と 1:Jじく，の一種なのであるから，
jta/ が一撃として lexicon のr:1斗こ登録されているのとは加にラ[+宅一!な
( 3 ) 
る指定合された /ta/もまた lexiconの1:1:1にi記載されていると考えればラ格別j
上ないのかも知れなしh こうしておけばラ
(3) [十 r-
とし、う除剃規則によって，後の日節が stress
るであろう。つまり， (1)の人稲代名 ll~Uに 72 る
剰的に王g;iWJすることができるのである。
なし、とし、うこと でき
~ stress 性は(3)によって徐
このよう lにある人稀代名 、て lexiconのr:t-1に二つの弘みがあると
いうこと，すなわち，ひとつは[十 という素性をもっ人絹代名詞 /ta/
があり，もうひとつは， [十という
るということは，仰を怠味するのであろうかc
もつ /ta/とは全く無関係なのでみるう
をもたない人絹代名詞/t忌/があ
/ta/ と伺有の護
それはその通りであるっそしてその場合，双方の音務形式上の禁似は完全
に偶然のものにすぎないと考えざるを得なし~従って，賓誌の位置に置かれた
人総代名詞は殺化する，などという言い方はj読めて不正確なものだというこ
とになるつなぜなら，七月 という言い方をすれば， それが以外のも
のから涙生して来たものであるということを，その;会端iこ日;三示してしまうから
、タ
.{) () 
ところは， (1)の第一の と の動実関係という
よって，その結果として，後者が経誌となるという見解は，なる
として無説できないように忠われる《だとすれば，この見解は何らかの手だ
てで，文j去の記述に反映されねばならないであろう。 上述のような庭理をすれ
ば， Jexiconのi持j告をいたすJらに複宗主なものにしてしまうというを別にし
ても，その支持しがたいことの動機は存在するのである O
さらにもうひとつ別の方法が考えられるっそれは， [十較整]なる素性を/t丞/
という節にj記蛍するなんらかの規則が存在すると想定してみるのである。こ
の考え方によると，たとえば，“動詞の後が人絹代名詞ならば七という篠件の
もとで，
( 4 ) 
(4) S 一一→ [ 
という j見出jがi引いて， taをねとし， しかるのち， J);~ よ[1] (3)が IUill)) して[-stress] 
となり， さらに ~S日ssJ という芯:反のもとで， その削1のm仰 C自町的仰f白削仇':;引7げ7なJ:1戸)元itc
が〔日lowJでで、ゐるかラ [high]であるか，あるいは [miのであるかというよう
されるかも知れないのまた，規則(却をi没定せず，規則(4)を適用したあと
でpitch る波HIJを立てて， pitch contourを指定す
ることも可能であるが，その場合にはふlHIJ(4)はstressについての?安部規則を設
定せずに f子会(ぷ
どちらがより安信であるかを判断するのは非常に難しいが〉後ィl?fの場合には，
[十むがす節の stressについてそのをi値を確定することを妨間.する結果に
なっていることに注怠せねばならない
ょうやく問題は切らかであるゥ音節に出張L二stressを指定する規立1]，たとえ
ば，
(5) Sー→〔
し
として，
いかなる恕Fl!があるのだろうかっ jkankan/ (右右〉を例
してみよう心このような一連の動同意思形式は切らかに形
る。これら 、わゆる で、あり，
としてひとつの stresspatternを形成している。 問題はすなわち
げ)この形式の後の は[ としてマークされており，そこか
語のi徐剰として[-stress]を設測することができるのかと〉
(¥1)それともある種の強勢規則によって[を音節に在援に配分
する るのか。
もし(ロ)の見解が妥常だとするならばラいわゆる 』ま stresspattern fこ
ついて関照的であって， pitch vこ到しては redundantである)可能性が大きし、。
この見解を支持する若干の根援を以下l斗してみようと思う。
( 5 ) 
3.1 
る稀の stresspatternがイ子在することはよく知られているの七]あ
るいはおにおいて， rl判i
そのすベての一「行r-ふuぽ話節、1初j方が;I問甘司1rJ程j皮;i主支:ミ工i2の-召臼二!持;?了咋i<幸引j251一戸与1汀(J的f力ノ')な stressでもつて調音されるわけでで、はな
Ut 8 J 
く，最後の:}子節が最強，最初のすむ1)がそれノにつぎ，中IHlのす節は弱を示す九た
とえば，
2 1 
(6) jxuexiaoj (，学校)
2 3 1 
(7) 
2 :):3 J 
(8) jreDmingongshej (人民公社〉
そして，これらの誌は，そのすべて
れる
これらの認の stresspatternはどのように説明すればよいだろうか。一連の
[十 でし、ると ら
i員1勢規則によって，その stressを指定するに先立ってラ複合語を構成する
は，主強勢説別の適用を受けていると仮定せねばならなし、。すなわち，それぞ
よって…強勢が興えられるのであるつまた 3
(i主9J
/葬/が興えられているはずであるつ従ってラ たとえば
jxuexiao/ ;ヱラ勢の適用される以前にはう
(9) xue xiao ~J 
のような姿をしていると考えてよいであろうが，これに第一強勢を輿える規則
がj白川されると，
「
??
?
?
?
? ??，?? 、
??
???? ? ??
?
?
ょ
????????? ?「?
?
? ? ?? ? ?? ? ?? ? ? ? ?
、
となるひところで
( 6 ) 
ω S一一今日 stressJj[Xト…マー JYJ 1 stress 
i菜作 :Y十二…[1 …
これは，紛の段1昔で第一強勢を有していたす節のうち最後の高二節に新たに第一
強勢を輿えることを意味している。ところで，
when primary stress is placed in a certain position， then al other 
stress in the string under consicleration at that point are autom乱tically
〔注10J
weakenecl by one. 
とし、う規約によって，第一す節は一段階だけ弱化される J 従って， (10)は規則(1)
とこの規約の滋j月初、ら，
叫持 xue蛸 xiao出
となるコこの規則は，つまり主強勢規則によってそれぞれの話，すなわちこの
第一強勢をtb1えられてはいても，この勢がし、かなる場f?
にも堅持されるものではなくて，その訟がもっと大きな苛説的のI=j:1に組み
入れられるとラ他の話との関連で，第一強勢が弱化するがあるというこ
とを示している 3 さらに(7)の備を考えてみよう3 主強勢リがj車用された段階
で，
(13) da x ue sheng 
規則刊により
? ??
???? ?
??
??
??
，?、 、? ????
中間の音節の強努をもう一段階引下げるために，サこの規則を迫力1する。
u.tUJ 
(15) 2 stress → 3 stressjS一一一(S)勺
この規別によれば)虫勢を持つ最後の音節と
( 7 ) 
の第一節をl徐く
すべてのす節は [3stress]を興えられる。 規則M)の適用によって純は，
2 3 
(16) da xue sheng 
となるであろう。念のために，仔!J(8)では，
(17) ren min gong she 
1 1 1 1 主強勢規員!J
2 2 2 1 規則紛
2 3 3 1 規則鈎
となるく〉
複合誌の stresspatternを規刻化して指定しうる可能性を指議したが，動詞
勾についての最も一般的な stresspatternも，簡単な規則で指定できることを
以下に示してみよう。 jwanfanj(晩仮)， /qiche/ (汽卒)のような名詞は，
前述の規則によって，たとえば，
在的 qi che 
21担の stress ることが分っていると鍛定する。ところが，これが蜜語と
なって，たとえばjzuo q iche/ (坐汽再三〉の如くになると，その stresspattern 
は
2 3 1 
(19) zuo qi che 
231製となる。このような現象はいかなる過程によって表現できるであろうか。
注;忌せねばならないことは，この動詞匂が表層構造でヲえのような統僻論的指標
一一ー 統針論(:13な誌を共えているはずだということである。
( 8 ) 
(20) 
これを，名標付き括弧で示せば，
ω[普[普 zuo特持〔葬 qi普J[詩 che持J~]:\l'持JvP
であり，つまり強勢規則適用以前の形で，あるごと強勢を配分すると 9 第一段階，
紳[持 zuo葬〔料 q1儲 che料]:\P~J vl' 
となり，これに規則ωを治j召して，第二段階，
i持 [持 zuo替特 qi持 che料普JVP
さらに帥に， 規則帥を適用して，
持 持 zuo若草 q1料 che料尊
231型の stresspatternを波生することができる。
3.2 
以上，複合語や勾など，より大き
勢規則でもって指定する可能性について， と
stress patternを一連の強
その兵践例を翠げ
て考えてみた。しかし，話のレベルの stressは，前述のような一組の規則が適
用される以前に指定されているはずである O しかも /putao/(葡菊〉や/dong馳
xij (京1m)といった lexicalな二音節ではなく，ドiJらかの統辞論[l'-j，形態論
( 9 ) 
(l'J!'il土wをもって波生されると殻できるような話のうち，比較的扱いやすいも
のに釘して，考祭を力1えてみることにしよう。
たとえば，所有格を表わす markerの /de/(的〉は常に強勢をうけず，
/wode jia/ C我的家)の /wode/の stresspa tternは，
的 wode 
10却である。これの境界己競は，
例制 wo葬de料
の立1くえられていると依定しよう勺すなわち /de/は訟ではないので /wo/
と /de/の境界は料となっていないと考えてみるのである。従って /wode/
としづ形式は一つの語と考えることができるつ恐らく ，/de/はある種の形態
(波12)
論的な鑓形によって導入されるのではないかと思う。紛の採件下では，質質的
には規則同は機能しなし、。なぜなら規則"は複合語あるいは匂に適用される箔
規則だからであるっそこで， これが /wodejia/ (我的家〉という匂を形成
した場合には，
C!t) wo de jia 
1 0 1 
2 0 1 
という patternを指定することができるつ 201は規則制に依るのであるつこの
場合，規則"が正しく 201型の stress
まれていなければならないこと
るためにはに/de/に -stress]
してほしい。
ここで，先に翠げた勤i誌の重星形式 /kankan/
これを名標付き括弧をJiJ~ 、て示すならば，
のiPUを考えてみよう。
( 10 ) 
側[詳 ka11持[非 kan]v詳]y
となるであろう()この場合，動向が重要さされた形で、 lexiconに記載されている
と考えるのは無理であって，何らかの統僻論的な逃1きてでもって訟はiされたと仮
定する必要があるつまた，話段階の規則適用以前に，話境界の料をiflj去する
規則が存在するうと依定する。動訟j定段形式のための規則は
制主動詞に第一強勢をおく。
そこで，
OG kan kan 
1 1 
1 2 規則紳
そして，次のような規則が期待されるであろう。
制 Sー[-stress] /[ム
i条件.
こ;hlこより
Ó~ kan kan 
がU長生されるつ
動詞重患形式の波生過程で、となるのは，笈調規別との前後関係である。
〔政13)
すなわち，笈;苅:現知は規則ωの適用以前に適用されねばならないと忠う。とい
うのは，務認される音節の後の音節は[十stress]であること，つまり，少なく
ともその倒有の調型を保持していることが要求されるであろうから。 /xiang暢
xiang/ を例にとろう。ますよ，
( 1 ) 
Ó~1 xiangxiang一一歩 xiangxiang
という過程があり，その後に第二音節が弱化して [_QTr，p，"，，，の指定を受けラさ
らにその pitchの償値が決定されると考えられるの
最後fこ， jdongxij (京間〉のように lexical なものは，統僻構造からその
stress pattern を珠想する方法はなし、っこの類の lexicalitems の stress
patternは，たとえば
のような規則によって表わすことができるかも知れないc
3.3 
t)Jニラ ~IJ. f隔で、はあったが， I~lコ関誌には stress patternを決定するある種の強
勢配分規則が存在するかも知れないということ，少くともその可能性を示すこ
とだけはできたと思う。もちろん，ここでは思い着くままに，その場限りの例
てみたにすぎないので， J二主J1のような規刻化では全く不完全なものであ
ることは言うまでもないの
ところで，これらの過程には[十綬務]という素性は介入しないのつまり
[十転手引を指定するような何らかの規則は存在しなくてもよいよう~こ思われ
る4 というのも，それは直援に[-stressJと1将軍されても支障がなかったから
るつぎた絞っに， (3)のような過程を容認するならば， (6)の如き規則は[十
stress]であることを全くその前提としている放に， [ート1堅議]以来のすべての
[十を捉定するための加の;規則が要請されることになろうこ〉これ
いす節に[.~stressJ を直援i記常する規則を設定できれば3 このような繁
雑さをきできるわけで、ある
4. 
強勢15己分土~H1iJの存在と，いわゆる“軽?辛口のもつ性質との間におけ
る興味深い一つの例を捉起しようと思う。
1+，関認の“来， が単潟では動作動詞として使J!Jされることはいうまでも
( 12 ) 
ない。このこつの動誌はそれぞれ“遊，出， J二， -r円そ(~~の{也の動向 vこ千j^ )Jll され
て，“来，退去，出来，二，上三jE， J二去， 下米， 下去"のように，いわゆ
る趨向補語となることができるo 誌の動作動前“来，ゴミ"はもちろん'fIlm有の
主主調を持ち，かつ stressを受けているが， -EI趨向手となる;場合には，“
に特化して， /jinlaijや /jinqu/となる。 このグノレ{プが，“均，走円な
どの動詞に付加された“走i在来，去，定出来，去， '}左上来，
走下来，走下去円の女j:き形式は，後の二節がともに]1堅持化してう /z仇 jinlai/
のようになる。このような統齢構造の勤前句は，第一強勢がに l~'動向 vこ泣か
れ，その他の節は[-stress]に落され，従って， iWij右のを持たない
として賀現すると言える。経時苛節の pitchはそのす節に先行する stress
を受けた長官i'iの pitchcontourいかんによって決定されるとすれば，これらの
動詞は lexicon内においてもともと登録されていたがtchcontour とは無関
係に，そのつど呉った pitchでもって究現するったとえば， “米"は lexicon
において (上昇iVな〉として記載されているが，ひとたび溜j(:品の
に立っと，たとえば
信事 chu l lai'l 
na1 lai'l 
zou j lai '1 
kan.J lai.1 
もしこの種の動詞匂に，直接[を配分する過程が存在するとすれば，
それはどのようなものであろうか。以下，試案を捉I:UしてみたいとjSう。
大切なことは，これらの動詞匂が統僻論的な波生過程を持っているという限
定であるつたとえば， /胞下去/はこのままの形で lexiconに記載されている
とは考えにくしらそこで，
( 13 ) 
(36) ??
dV:趨rfT]動"iJU
[paov[xiav 
この様の動司令jのために，次の強勢規見IJをJl，註するつ
同規則帥
(3$具IJ(31) 
この二つの規則によって，
G~~ [pao [xia [qUJJJ 
[pao [xia quJJ 
[pao xia quJ 
pao Xla qu 
:主強勢規則
規則初
規則例
規HlJ(3$ 
のような民間を得ることができる。
「D. 
規則jJ~ ad hocなものでしかないのは残念であるが，以上私は中園語には多
分，一一連の強勢規則が存在するのではないかとしづ設断から出設し，強勢規則
によって[を直接にl配合することの可能性を論じ，いわゆる
の少なくとも'一部は， stressにな性格を持っているであろうという憶測
を述べてみた。本稿が問題提起および中間報告にしか過ぎないことは
ない。諸の指数を仰ぐことができれば幸せこれにすぐるものはない。
( 14 ) 
(オ;:l五大卒132博士課税〉
〔注 1J Pike， Kenneth L. (1948) Tone Languag・es.Ann Arbor : Univ. of Michigan 
Press. pg. 3 
OJ: 2 J この種の研究には， Jf1lIl需Iq宇(1966) U'}\l)j~ jjYヲの{5'j1H{七規則J百i!c，!訂'1eNo. 49， 
McCawley， ]. D. (1968) The Phonological C017l}りonentof a Grαmmer of Ja待
panese. The Hague : Mouton. などがある。
〔法 3J 拙稿 (1972)['1:11羽詰(普通話〉における若干の強制規則について』東京教育大
皐i英文j手合合報 No.31. 
〔詮 4J Chao， Y. R. (1968) A Grammar of SjJoken Chinese. Univ. of California 
Press. pp. 35-36 
[1:主 5J 数字の L2， 3.は第一，二，三強勢 oは stressを受けないことな表わす。
〔注 6J 基本四態調は，二つ以上の素性の matrixとして表わされるので， [十}限設]は
それらの素性よりももっと抽象的な来性〈たとえば四時前全開とコントラストをな
すような素性〉であるかも知れないが，それは'Jl};TIiの議論には!刻係がない。
〔j主7J Sはf子部。ここでは， toneベつ stressの prosodicfeaturesはす部に配'1if;される
と仮定しておきたL、。
〔注 8J Chao， Y. R. (1968) J二掲 pg.35 
〔立9J "1m" word の叡念と“境界記~ðè" boundary symbolについては， Chomsky， N. 
and M. Halle. (1968) The Sound Pattern of Enp;lish. (SPEとIDtr絹) I'¥ew 
York : Harper and Row. pp.366-370参照
〔注10J SPE. pg.35 
〔江:11J Z(X)*¥Vは Z¥九人 ZX¥V，ZXX¥V， ZXXX¥再1，~~~の締約を示す(! SPE pg.344 
参照
u主12J このm己主が玉三く正浩であるとミ1:.iJlえしているわけではなL、。ただ， /晩i反/におけ
るjf免/と/奴/との統合関係とち/我1ヲ/における/我/と/!'l'0 jとの統合関係と
では，かなりその性格を異にするのではなし、かという芭y{u!.rこもとづいているだけの
ことで，全く一個の仮定にすぎず，安定1doをIl]Jtいていることは否めない。
〔詑13J 一般に，認調規WJは強勢規則以後に3@)刊されると予怨される。
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